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西園寺公望のフランス語蔵書

奥　村　　　功

１． 西園寺文庫のあらまし

　西園寺公望（１８４９－１９４０）がどういうフランス書を身辺においていたかは，興味をそそる事柄で

あろう 。伝統的な教養でも ，公家の家学でもないだけに，それは公望個人の関心のありかをよく

示すであろう 。

　そこには，若いころのパリ遊学のなこりと ，そののちの経歴のあいだにはくくまれた，国事に

わたる関心事とが，ともともに瞥見できよう 。もとより ，この人は出自，閲歴ともに特別にめく

まれた例外的な存在ではあるけれども ，その関心の，時代を追ったひろがりは，やはり近代日本

の歴史をそこに映していると言える 。

　西園寺の蔵書は，その家塾の名を継承する立命館大学が所蔵する「西園寺文庫」にその全容を

ほぼ見ることができる。ただし，漢籍の大きな部分は京都大学図書館に収まっ ている。また，西

園寺の別邸坐漁荘が移築された明治村にも若干の手沢本が保存されている 。

　『西園寺文庫目録』（以下ｒ目録』）が，すでに立命館大学図書館によっ て１９９０年に公刊されてい

る。 これによると ，漢籍４１３点，和書２ ，８８４点，洋書１７３点であるから，蔵書の規模から見て，洋

書は和漢書の比ではない。また，内容から見ても ，美本をかなりに含むとはいえ，稀観書と目す
　　　　　　　１）
べきものはわずかであることも ，和漢書の場合とはことなる。さらにまた，専門的に，ひとつの

領域を網羅した蔵書でもない。しかし，規模は小さいながら，洋書はそれなりに多様な構成を示

し， 西園寺の生涯における関心のありどころを見せており ，その形成のあとはひとつの検討の対

象になりうる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　文庫のなりたちについては，『目録』冒頭に衣笠安喜氏による簡潔な記述がある。それを参考

に， さらにかいつまんで述べると ，西園寺は生前３度にわた って立命館大学へ蔵書を寄贈した 。

「最初の寄贈は，１９２５（大正１４）年，現在の立命館図書館の前身である立命館文庫の開設を記念し

た英 ・仏書１８０冊の寄贈であり ，… 」とある。その冊数からすれば，現在の洋書のあらかたがそ

こに含まれていたことになろう 。文庫の当初の名前は「西園寺公文庫」であ ったようである 。

　ただし，現在文庫に収められるすべてが西園寺公の蔵書であ ったわけではないことにも ，検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
にあた って，まず圧意が必要であろう 。『目録』の記述にもあるように，寄贈後の補充がいくら

かある。洋書については，第１に，公の秘書であり ，立命館大学の創立者である中川小十郎
（１８６６－１９４４）による寄贈本がいくらか加わ っている。これは「西園寺公文庫備附」「中川小十郎寄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８３６）
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贈」の印を受けており ，英書７件，独書１件と思われる。これらには時に，中川のものかと思わ

れる書入れが見られる。第２に，大学が購入したものも少数加わ っている。これら２種の補充は ，

文庫の性質上あ ってふさわしいものから成っているが，西園寺の手沢本ではない 。

　西園寺自身の書入れがあれば，当然興味の対象になるが，これは文庫において稀である。洋書

の場合，例外的にフランス語の訳語を記したり ，備忘のために若干の個所に黒や赤の鉛筆による

下線，あるいは縦に一線を引くなどが数冊に見られる。しかし，この文庫は一般の閲覧を許して

いるから，それらが西園寺自身の手になるものか判定はむつかしい 。

　献呈本の調査は蔵書の形成を知るのに欠かせない。洋書についてその数は多くはないが，西園

寺にとっ ては忘れられない数冊を含んでいる。これらは，その時期ごとに，のちの章で言及する 。

　　　　　　　　　　　　　４〕
　『目録』の洋書１７３件（１９９冊）を言語別に分類すれば，多くはフランス語で１１７件，英語４６件 ，

ドイツ語７件，その他３件（ロシア語１件，ラテン語１件，日本語のローマ字表記１件）になる 。こう

したなかで，政界に身をおいてから手元にあつまっ た， 冊子類の官庁文書には英語のものが多い

が， これらと前述の中川小十郎寄贈の英書を別にすると ，フランス語の比重はますます高くなる 。

この文章はフランス書が主な記述の対象であるが，それ以外にも及ぶこととする 。

　図書の内容は多岐にわたるが，歴史，文学関係の多いのが目につく 。のちに詳しく見るが，か

なりの部分がフランス語の戯曲，ことに歌劇，喜歌劇の台本である。『目録』を部立てで言えば ，

総記４件，哲学５件，歴史５２件，社会２６件，科学３件，商工業５件，芸術１６件，言語１５件，文学

４７件となっ ているが，若干の錯誤がある。同一の分類番号になるべき一連の図書が，巻によっ て

異っ た部立てに入 ったり ，同類の書籍がまっ たくべつの部に分類されていたりというたぐいであ

る。

　文庫の姿は『目録』に目を通すだけで明らかになるわけでは必ずしもない。その全体をつかむ

には，時問の順に蔵書の形成をみなおすとともに，内容別にもういちど整理しなおおすことが必

要になる 。

　刊行の時期は ，１８４２年，１８６８年という例，あるいは刊行年不明はあるが，１８７０年から残年の

１９４０年のあいだに収まる。しかし，フランス書について言えば，（季節はずれのような３６年版のピエ

ール ・ロチの旧作，および３７年の曽我祐邦のパンフレ ット２篇を別にすれば），ほとんど１９１６年までのも

のである。もちろん，刊行年は収書の時期を示すとはかぎらないが，その内容から，フランス書

収書の時期はおよそ四つに分けられよう 。

　すなわち ，最初の滞在の１８７１年３月から８０年まで（１０月帰国）。 ついで，８２年３月憲法調査随行

以降，９１年８月帰国までの，オーストリー公使ワトイノ公使（ヘルキー公使兼勤）の時期。さらに ，

その後１９１２年まで，国政にあた って文相，外相，枢密院議長，内閣総理大臣などをそれぞれ数度

歴任した時期（その間に，１８９６年末からほぼ１年のヨーロッパ外遊をはさむ）。 最後，１９１２年１２月に元

老となり ，世界大戦のパリ講和会議に全権大使として出席する時期（１９１９年８月帰国）。

　ただし，この稿ではすべての洋書を一応視野に入れるので，検討は１８８０年までの最初のフラン

ス滞在を第１期とし，それ以降２０年ごと ，生涯を四つの期問に分って記述することとする 。

　蔵書のフランス書に仮綴のものは少く ，多くが装丁されている。そのほとんどは同じ装丁で ，

裏表紙隅に小さく「三光堂／浅見」，あるいは「ＳＡＮＫＯＤＯ／ＡＳＡＭＩ」と印がある。在京の店

であろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８３７）
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　１）挙けるとすれは ，（０１２９）Ｐｏｅｍｅｓ　ｄｅ１ａ１１ｂｅ１１ｕ１ｅ（蜻蛉集）くらいであろう 。ただし，これは大学

　　による後日の購入で，西園寺の手沢本ではない。なお，以下，書名の前におく（　）内の４桁の数字

　　は『目録』「洋書の部」の配列番号 。

　２）衣笠安喜「『西園寺文庫目録』刊行にあた って」。

　３）　『目金乗』Ｐ．ｖ

　４）件数は『目録』の分類にしたがう 。なお，文庫に現物があり分類番号が付きながら，『目録』に脱

　　落している図書が次の４件ある 。

　　　 ａ． ＳＢ１９８．２／Ｌ２３

　　　Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｐｏ１１ｔ１ｑｕｅ　ｄｅｓ　ｐａｐｅｓ，ｎｏｕｖｅ１１ｅ　ｅｄ１ｔ１ｏｎ／ｐａｒ　Ｐ　Ｌａｎｆｒｅｙ　Ｐａｒｌｓ　Ｃｈａｒｐｅｎｔ１ｅｒ　ｅｔ　Ｃ１ｅ，１８７３

　　　ｂ．ＳＢ２０９，７１／Ｐ２６

　　　Ｅｓｓａ１ｃｒ血ｑｕｅ　ｅｔ　ｎｏｔｅｓ　ｓｕｒ　ｌ ’ａｌｔｅｒａｔｌｏｎ　ｏ舶ｃ１ｅ１１ｅ　ｄｅｓ　ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ　ｂｅ１ｇｅｓ ／Ｐａｒ　Ｆｅｍａｎｄ　Ｐａｓｓｅ１ｅｃｑ ，

　　ｄ１ｒｅｃｔｅｕｒ　ｄｕ　ｂｕｒｅａｕ　ｄｏｃｍｅｎｔａ１ｒｅ　ｂｅ１ｇｅ　Ｐａｒ１ｓ　ｅｔ　Ｎａｎｃｙ　Ｌ
ｌｂｒａｍｅ　Ｍ１１１ｔａ１ｒｅ　Ｂｅｒｇｅｒ－Ｌｅｖｒａｕ１ｔ，１９１６

　　（Ｐａｇｅｓ ｄ’ｈｉｓｔｏｉｒｅ－１９１４－１９１６）（『目録』（００１９）のつづき）

　　　 ｃ． ＳＢ９５２／Ｐ３６

　　　Ｌｅｓ　Ａｍａｎｔｓ　ｄｅ　Ｐ１ｓｅ／ｐａｒ　Ｊ　Ｐｅ１ａｄａｎ　Ｐａｒ１ｓ　Ｅ　Ｆ１ａｍｍａｒ１ｏｎ，１９１２（Ｌｅｓ 士ａｍｅｓ　ｄ．ｅ１ａ　ｃｏｎｓｃ１ｅｎｃｅ）

　　３５２ｐ

　　　ｄ．ＳＢ９５２／Ｇ１７

　　　Ｌｅ　Ｒｇ１ ｄｅ　Ｌａｈｏｒｅ　ｏｐｅｒａ　ｅｎ　ｃｍｑ　ａｃｔｅｓ，ｓ１ｘ　ｔａｂ１ｅａｕｘ／Ｐａｒ　Ｌｏｕ１ｓ　Ｇ
ａｌｌｅｔ

，ｍｕｓ１ｑｕｅ　ｄｅ　Ｊ　Ｍａｓｓｅｎｅｔ

　　Ｐａｒ１ｓ　Ｃａ１ｍａｍ－Ｌｅｖｙ，１８７７

　　　なお，この稿では，『目録』が手元にない読者にも文庫の概要がつかめるように，本文あるいは註

　　において和洋を適宜に使いわけつつ，主だった書名を示すことにする 。

　　　また，『目録』の錯誤のうち必要なものは，註において訂正をこころみる。書誌的記述の体裁は

　　『目録』にならうが，やや簡略にとどめる 。

２． １８７０年代の収書

　１８７０年代は，西園寺にとっ てはすなわちパリ時代であ った。７１年３月１８日 ，パリ ・コミューヌ

の動乱が普仏戦争中のパリに起こる。その直後の２６日〔明治４年２月６日にあたる〕という大変な

時期に西園寺はパリに着く 。望一郎２１才。以来，８０年１０月横浜に入港するまでの１０年問が西園寺

の最初のフランス滞在であ った 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
　西園寺は恵まれた遊学の日々を，パリという「文明都雅ノ尖点」で送る。のちの回想「アコラ

ス翁の政治家」と題する一文にｒ余が少時巴里にあるや多く交遊を主として一事を勉めざるを見
　　　　　　　　　　　　　　　　２）
て， アコラス翁余に告げて日く ，…」とあるような，それは余裕ある留学生活であ ったが，しか

し， よく勉めた日々であ ったことは，７８年５月に法学士号を得ていることでも知れる 。

　１８６０，および７０年代刊行の図書は３０数件ある（ただし，刊行年の記載のないものの推定を含む）が，

その多くは内容から見てこの修学時代に購入されたと考えられる。ただし，演劇の台本類には ，

８０年代以降の観劇の際に求められたものもあるかも知れない 。

　西園寺の学科であるはずの法律政治関係の図書は，しかし３点に過きない。かなりの教本類が

あっ たにちがいないが，どこかに残っているのか，あるいは，書き込みなどがあることから処分

されたものか？　現存する３点とは，モンテスキ ューの『法の精神』 ，それと ，モンテスキ ュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８３８）
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と関わりのある内容で『マキアヴェリとモンテスキ ューの地獄での対話，または１９世紀における

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
マキアヴェリの政治学』（著者は匿名，ブリュッ セル刊 ，１８６８年），さらにエミール ・アコラス『非嫡
　　　　　　　　　４）出子』（１８７０年，第２版）である 。

　なかで，アコラスの著書についてはよく紹介される。西園寺には忘れられない１冊であるから

こそ保存されたのであろう 。西園寺は「余が師エミル ・アコラス翁はこの世紀の半ば頃より ，仏

国の政治思想界に少なからぬ勢力を有し，…クレマンソウ ，フロッ ケー等の急進党多くその門に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
出入し，余もまた彼等と翁の家に於て相会したること少なからざりき」と述べているが，そのつ

ながりを示して著書『非嫡出子』の扉には，西園寺にとっ ては学生時代のかけがいのない思い出
　　　　　　　　　　　　　　　６）
といっ てよい献辞が言己されている 。

　西洋での生活のための手ほどきの書と言いうるものがいくつかある。まず，Ｇ．ブレーズ編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
『都会と田舎における実際生活の百科』 （１８７６年，第５版。初版１８５９年）。 さらに，ルイーズ ・ダルク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
『祉交の知識　生活のあらゆる機会における 。し・得続編』（ユ８７７年，第５版）。 いずれも ，こうした日

常の手引書としてありふれたもので，著者にはそれぞれ類書が多い。文学書として，ヴォルテー

ルとベランジェ の作品集がそれぞれ１冊づつあるのも ，この時期の共和主義の剛朝をうかがわせ

る。 前者は１８７８年発行の死後１００年記念版である 。

　注目されていいと思われるのは，宗教問題を扱った２冊の小さな本である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
　１冊目は『フランス法の前でのフランス聖職者』と目録にある小さな本だが，この書名は前半
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工Ｏ）
のもので，後半は『フランス法の前でのジェジ ュイ ット』という 。２冊目は，『目録』に脱落し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
ているピエ ール ・ランフレ『歴代法王の政治史』。 西園寺がどういう関心から読んだか不審に思

われるかも知れないが，これらは第３共和政発足時の強い反教権主義の馴朝のなかで書かれた著

作で，西園寺が共和王義者たちとの交遊のなかで関心を覚えたものにちがいない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
　あとは戯曲〔歌劇，喜歌劇をふくむ〕の脚本１８点である。この数が一番多い。８０年代以降 ，

１９１０年までに刊行され，西園寺の手元にのこる台本も他に１０点あるが，多くは７０年代のものと言

える。したがって，観劇の生活は最初のフランス滞在が中心であ ったとしていいだろう 。演劇関

係の図書については，便宜上，時期を問わず，ここでざっと触れることとする。台本のほとんど

は， ミッ シェル ・レヴィ／のちのカルマン ・レヴィ〕が出版していた新作戯曲の袖珍版叢書である 。

　そのなかで，せりふの芝居の数はむしろすくなく ，歌劇，喜歌劇が多い。せりふ劇は，オクタ

ーヴ ・フイエの戯曲集１点，デ ュマ ・フィス３点〔ただし『椿姫』はない〕，メイヤ ック ，アレヴ

ィ合作の『フルーフルー』（１８７０年初版本），それにエドモン ・ロスタンの代表的な３作『シラ

ノ・ ドゥ ・ベルジ ュラ ック』（１８９８年初版本），『鷲の子』（１９１０年版），『シャントクレール』（１９１０年

初版本）くらいである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
　デュマの『ジ ョルジ ュ公妃』（１８７２年，第４版）の最初の２ぺ一ジには，珍しいことに，おそら

く西園寺の手でいくつかの語にペンで和訳がつけられている。パリに着いた翌年のこと ，フラン

ス語の力はまだ十分ではなか ったであろう 。Ｅ１１ｅ　ｓ’ａｓｓｕｒａ１ｔ　ｑｕｅ　ｖｏｕｓ　ｎｅ　ｓｏｕｐｇｏｍ１ｅｚ　ｒ１ｅｎとい

うせりふの ａＳＳｕｒａｉｔの下にｒ固クスル」などと ，いささか心もとない 。

　脚本のあらかたを占める歌劇，喜歌劇の半ば１０点近くが歌劇に分類できよう 。有名な作曲家の

ものでは，トマの『ハムレ ット』（１８６９年版），グノーの『ジャンヌ ・ダルク』（１８７３年初演，７４年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）刊），マスネー『ラホールの王』（１８７７年初版本），『サフォ』（１８８４年再演，再刊），メイエルベール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８３９）
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の『予言者』（初演４９年，１８７６年版，台本スクリー ブ），ドゥリー ブの『ラクメ』（１８８３年初版本）など

がある 。

　オペラ ・コミッ ク， オペラ ・ブ ッフ，ルヴユなどと題されるものを作曲家で挙げれば，オフェ

ンバッ クが４点，ルコッ クが３点（『アンゴー夫人の娘』，『ジロフレ ・ジロフラ』など），それにトマ

の『ミニョン』である 。

　観劇の機会は，文庫に残る脚本の数よりはるかに多かったであろう 。さんざめくグラン ・ブー

ルウァールを西園寺が造逢する夕べは数知れなかったであろう 。カルニエのオペラの開場は１８７５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
年１月のことであり ，７３年１０月まではル ・ペルチェ街のオペラヘ，そして，その焼失のあとはヴ

ァンタドゥール劇場へ通ったことになる。文庫架蔵の美本にシャルル ・ガルニエ『パリ新オペラ
　　　　１６）
座』２巻本があるが，西園寺にとっ ても新オペラ座の竣工はもちろん大きな出来事であ ったはず

である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１Ｚ）

　西園寺の収書は（Ｅオージエはほとんと欠くが）当代人気の作者，演目にほほしたがったもので

あることがうかがわれる。古典劇は１冊もない。また，当時の新傾向といえるベッ クの作品や ，

１８８７年に始まるアントワーヌの自由劇場の演目はもちろん見当たらない。しかし，それなりに観

劇の数を重ねたあげく ，演劇の知識をさらに深めようという気持もきざしてきたのであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　１８）
Ａ． ロワイエ『世界演劇史』全６巻が蔵されている。この著作は１８７８年に完結しているが，購入

は８０年代のことかも知れない。さらに，Ｆ．サルセーの劇評集『演劇四十年』全８巻（１９００－０２年）

も加わ っている 。

　この時期の人気役者といえば当然ムネ ・シュリ ，サラ ・ベルナールが想起される。たとえば ，

デュマ ・フィスの『外国の女』には７６年コメディ ・フランセーズでの初演の役人替名が示されて

いるが，そこには両優のほかに，座長のエドモン ・ゴ ー， コクランなどが居並んで大顔合せであ

る。

１）

２）

３）

４）

５）

６）

　久米邦武の表現（『米欧回覧実記』第三編　第四十二巻。岩波文庫版，第３巻ｐ．５５）

　『陶庵随筆』中公文庫版ｐ．１６

　（００４８）ＳＢ２８９．３／Ｍａ１６

　Ｄ１ａ１ｏｇｕｅ　ａｕｘ　ｅｎｆｅｒｓ　ｅｎｔｒｅ　Ｍａｃｈ１ａｖｅ１ｅｔ　Ｍｏｎｔｅｓｑｕｌｅｕ　ｏｕ，Ｌａ　ｐｏ１１ｔ１ｑｕｅ　ｄｅ　Ｍａｃｈｌａｖｅ１ａｕ　ＸＩＸｅ　ｓ１ｅ

ｃ１ｅ／ｐａｒ　ｕｎ　ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｍ１２ｅ　ｅｄ　Ｂｒｕｘｅｌ１ｅｓ，１８６８

　（Ｏ０７８）ＳＢ３３４．６／Ａ１５

　Ｌ’ｅｎｆａｎｔ　ｎｅ　ｈｏｒｓ　ｍａｎａｇｅ／ｐａｒ　Ｅｍ１１ｅ　Ａｃｏ１ｌａｓ２ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ　Ｇ　Ｂａ１１１１ｅｒｅ，１８７０

　『陶庵随筆』中公文庫版ｐ．１５

Ａ　ｍｏｎ　ｃｈｅｒ６１さｖｅ

ｅｔ　ａｍｉ
，

Ｂ０１ｔ１ｒｏ　Ｓａ１ｏｎｊ１

ＳＯｎ　ｔＯｕｔ　ｄ６ＶＯｕ６

　Ｅｍ１１ｅ　Ａｃｏ１ｌａｓ

８Ｊｕｉｎ７６

（訳文）親しい学生にして

　　　友人たる

　　　西園寺望一郎に

　　　忠実の念をもっ て

　　　エミール ・アコラス

　　７６年６月８日

７）　（０００３）ＳＢ０３５／Ｂ３３

　　Ｄｌｃｔ１ｏｎｎａ１ｒｅ　ｕｍｖｅｒｓｅｌ　ｄｅ　ｌａ　ｖ１ｅ　ｐｒａｔ１ｑｕｅ　ａ１ａ　ｖ１１１ｅ　ｅｔ　ａ１ａ　ｃａｍｐａｇｎｅ／ｒｅｄ１ｇｅ　ａｖｅｃ１ａ　ｃｏ１１ａｂｏｒａｔ１ｏｎ

　ｄ’ａｕｔｅｕｒｓ　ｓｐｅｃ１ａｕｘ　ｐａｒ　Ｇ　Ｂｅ１ｅｚｅ５ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ　Ｈａｃｈｅｔｔｅ，１８７６

　　この本には ，Ｊａｃｑｕｅｓ Ｌｅｃｈｅｖａ１１ｅｒ，２３ｒ　Ｒａｃｍｅ と古書店のラベルがついている。番地は西園寺が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４０）



　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　２１３

　住んでいたホテルと同一 おなじ建物に店舗があ ったのであろう 。

８）　（Ｏ０６３）ＳＢ３０２．３５／Ａ４ユ

　　 Ｌａ　ｓｃ１ｅｎｃｅ　ｄｕ　ｍｏｎｄｅ　ｓｕ１ｔｅ　ａｕ　ｓａｖｏ１ｒ－ｖ１ｖｒｅ　ｅｎ　ｔｏｕｔｅｓ１ｅｓ　ｃ１ｒｃｏｎｓｔａｎｃｅｓ　ｄｅ１ａ　ｖ１ｅ／ｐａｒ　Ｌｏｕ１ｓｅ

　ｄ’Ａ１ｑ５ｅ　ｅｄ　Ｐａｒｌｓ　Ｌ
１ｂｒａ１ｒｌｅ　ｄｅ１ａ　ｆａｍ１１１ｅ，１８７７（Ｅｎｃｙｃ１ｏｐｅｄ１ｅ　ｄｅ１ａ　ｆａｍ１１１ｅ）

　　Ｍｍｅ　Ｌｏｕｉｓｅ　ｄ’Ａ１ｑは筆名で，本名Ａｌｑｕｉ６ｄｅ　Ｒｉｅｕｐｅｙｒｏｕｘ．１８７０－８０年代にわた って ｓａｖｏｉｒ－ ｖｉｖｒｅ

　（生活作法）を主とした著作を出している 。

９）　（ＯＯ０９）ＳＢ１９５．２／０９１

　　Ｌｅ　ｃ１ｅｒｇ６ｆｒａｎｃａｉｓ　ｄｅｖａｎｔ１ａ１ｏｉ　ｆｒａｎｑａｉｓｅ／Ｐａｒ　Ｊ．Ｏｕｄｉｇａｍｅ　ｅｔ　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｂｉｇｏｔ．Ｐａｒｉｓ： Ｍａ皿ｉｃｅ

　Ｄｒｅｙｆｏｕｓ，〔１８
一一〕

１０）　Ｌｅｓ　Ｊ６ｓｕｉｔｅｓ　ｄｅｖａｎｔ１ａ１ｏｉ　ｆｒａｎｇａｉｓｅ／Ｐａｒ　Ｃａｓｔａｇｎａｒｙ．Ｐａｒｉｓ： Ｇｅｏｒｇｅｓ　Ｄｅｃａｕｘ
，〔１８一一〕（？）

１１）書名は註，１－ ４ａ．に示した 。

１２）『目録』では，「芸術」と「文学」の部に分れて分類されている 。

１３）　（０１４４）ＳＢ９５２／Ｄ９６

　　Ｌａ　ｐｒｉｎｃｅｓｓｅ　Ｇｅｏｒｇｅｓ ／ｐａｒ　Ａ１ｅｘａｎｄｒｅ　Ｄｕｍａｓ 丘１ｓ．４ｅ台ｄ．Ｐａｒｉｓ： Ｃ． Ｌ６ｖｙ，１８７７

１４）　『目録』に脱落。書名は註，１－ ４ｄ．に示した 。

１５）　『木戸日記』明治６（！８７３）年２月１５日の条に，西園寺らの誘引で仮面舞踏会を一見した記述があ

　るが，これはこのオペラ座でのことと思われる 。

１６）　（Ｏユ０４）ＳＢ７６６．１／Ｇ２３

　　Ｌｅ　ｎｏｕｖｅ１Ｏｐｅｒａ　ｄｅ　Ｐ ａｒ１ｓ ／ｐａｒ　Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｇａｍ１ｅｒ　Ｐａｒ１ｓ　Ｄｕｃｈｅｒ，１８７８－１８８！２ｖ

１７）オージエの関わる作はわずかにオペラ『サフォー』の歌詞があるのみ 。

１８）　Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｕｎ１ｖｅｒｓｅ１１ｅ　ｄｕ　ｔｈｅａｔｒｅ／ｐａｒ　Ａ１ｐｈｏｎｓｅ　Ｒｏｙｅｒ　Ｐａｒ１ｓ　Ｌ１ｂｒａ１ｒ１ｅ　Ａ　Ｆｒａｎｃ
ｋ， １８６９－１８７０４ｖ

　　続巻として５ ，６巻が別名で，新しい版元から出ている。『目録』には，ただ次のように掲げられ

　ている 。

　　（Ｏユ１０）ＳＢ７７２．３５／Ｒ７９

　　Ｈｉｓｔｏｉｒｅ　ｄｕ　ｔｈ６倉ｔｒｅ　ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｉｎ　ｅｎ　Ｆｒａｎｃｅ　ｅｔさ１’６ｔｒａｎｇｅｒ　ｄｅｐｕｉｓ１８００ｊｕｓｑｕ’さ１８７５／ｐａｒ

　Ａ１ｐｈｏｎｓｅ　Ｒｏｙｅｒ　Ｐａｒ１ｓ，Ｏ１１ｅｎｄｏｒ伍， １８７８６ｖ（Ｈ１ｓｔ０１ｒｅ　ｍｌｖｅｒｓｅ１１ｅ　ｄｕ　ｔｈｅ会ｔｒｅ）

３． １８８０年，９０年代の収書

　この時期を約して言えば，官に入って外交の世界から出発し，ついで国内政治の要職を歴任す

る２０年問である 。１８８０年１０月帰国ののち，兆民との『東洋自由新聞』創刊にともなう試練を経験

するが，１年半後の８２年３月にはまた横浜を出港し，ヨーロッパヘ出向くことになる。参事院議

官補として，伊藤博文の憲法調査に随行するためである。この２度目のヨーロッ パ渡航のさいに

は， パリで板垣退助に再会し，旧知のアコラスなどに引き合わせたりしている 。

　１年余を経て８３年８月に帰国したあとも ，日本での生活は１年半で，こんどはオーストリア駐

在特命全権公使に任ぜられ，８５年４月に出発している。オーストリア在勤は約１年，さらに８７年

にドイッ公使に任ぜられ／ベルギー公使兼務〕 ，９１年８月帰国。つまり ，８０年代も３度の渡航で ，

なかばはヨーロッパ暮らしであ った 。

　帰国のあとの９０年代は国内で顕職をつぎつぎつとめる 。９１年９月賞勲局総裁，９３年１１月貴族院

副議長，９４年５月枢密顧問官，９月第２次伊藤内閣文相，９５年６月／陸奥宗光病気のため〕外務大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４１）



　２１４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

臣臨時代理，９６年５月外相兼任… しかし，９６年の秋にはさまざまの職を退いて，年末から翌９７

年１０月まで１年近くをヨーロッパに遊ぶ。５度目の滞在である 。

　ヨーロッパ調査旅行や，それにつづく外交官生活のあいだの知見の深まりを蔵書についてうか

がうとすれば，まず語学関係の辞書類のあれこれも端的な例であろう 。ブラシェ の『フランス語
　　１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
源辞典』，スーリス他の『フランス文法辞典』，サルドゥの『フランス類語辞典』などは今日でも

役に立ちそうな辞書である。フランス語に磨きをかけるのを怠らなかったのであろう 。

　社交生活の参考になっ たであろう本をいくつか挙げれは，まず（刊行年は７２年だが）『フラン
　　　　　　　４）
ス・ スポーツ辞典』。 これは名前とちがって，内容はヨーロッパにおける競馬のてごろな便覧で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）ある。ピエール ・ヴェロン『歴史の仮装行列（マスカラード）』は，歴史上の人物をめぐる気軽な
　　　　　　　　　　　　　　６）
逸話集。『地口，ことば遊び辞典』などというのもある。著者名はふざけたペン ・ネームになっ

ている安手の本だが，こうしたものは西園寺の座談の種本にもなっ ていたと思われる 。

　ヨーロッパ生活を深く知るための，いわゆる教養書として，たとえばエルヌーフ男爵『庭園 ・

　　　　　７）
池泉 ・遊歩道』は造園術にかかわる歴史研究であり ，アンリ ・アヴ ァール『家庭における芸術
　　　　　　　　８）
　　室内装飾の基本』は，数多い挿絵も入 った，信頼すべき手引である。ドイツの日本研究家ユ

リウス ・クルトによる『日本の精神』はおそらくドイッ公使時代に入手したものと思われる 。お

なじく外国人による優れた日本研究の成果としてＢ　Ｈチ ェンハレンの２冊の日本語研究も見ら

れる。こうした本格的研究書はつとめて収集の対象としているように思われる 。

　『ベルリン写真集』は今日では貴重にちがいない美本であるが，これはドイツに滞在した法学

者岡村司から中川小十郎への呈辞があり ，のちに中川から文庫に入れられたものであることが知

れる。しかし，西園寺が在勤したころのベルリンを偲ぶには恰好の１冊である。また，フランス

語の『ポンペイ旅行案内』は旅行の機会に求めたと思われる 。

　西園寺には天文への興味もあったようだが，フランス書でそれを示すのがカミー ユ・ フラマリ

オンの『星と天空のふしき』。 もちろん，大衆的の解説書である。ひとの骨相や表情にも関心が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
あっ たようで，（刊行年は不詳だが）『骨相学概説』 ，Ａ．ジロデ『表情としぐさ』などが見られる 。

　　　　　　　　　　　　　　１１）Ｊ． Ｇ． パラア『鉄道法制，規定辞典』という大きな２巻本が見当たるが，どういう関心からであ

ろうか？　刊年は１８７２年から８１年にわたるから，おそらく８０年代に購われたのであろう 。日本に

おける鉄道国有化は１９０６（明治３９）年，第１次西園寺内閣によっ て実現したのだが，西園寺の政

治判断のもとにはヨーロッパの鉄道事情についての知識が働いていたのであろうか？

　演劇書についてはすでに７０年代の章でまとめて述べた。くりかえすが，８０年，９０年代のその数

は多くない。ドイツ駐筍のあいだもパリはしばしば出かけたとはいえ，やはり観劇の機会は減 っ

たであろう 。この時期で忘れられないのは，ジ ュディット ・ゴーチエの献辞が扉の次に印刷され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
ている５幕２部の「日本戯曲」『微笑みを売る女』（８８年）であろう 。同じ８０年代に刊行されて

，

　　　　　　　　　１３）
だれもが知る『蜻蛉集』とともに，生涯にわたる二人の父友のよすがである 。

　文芸書として，ルコント ・ドゥ ・リール訳の『イリア ッド』，『オディッ セー』，カーライル

『英雄崇拝』の仏訳，デュマ ・フィス『バグダ ッドの王女』，カチ ュール ・マンデス『最初の愛
１４）

人』といっ た小説がある。西園寺のフランス文芸への親灸の例として，同時代め作家であ ったゾ

ラ愛読のことがよくあげられる。しかし，文庫中，和書には飯田旗郎訳『巴里』２冊（１９０８，明

治４１年）があるが，洋書にはゾラの関わる著作はただ歌劇『メシドール』（歌詞を担当）と ，トル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４２）



　　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　２１５

ストイ『金銭と労働』への序文があるのみで，小説は１作も見当たらない 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
　そうしたうちで，同時代人とも言いうるトルストイのフランス語訳５冊が注目されていいだろ

う。 いずれも８７，８８年を中心に９０年代にかけての刊行，収書である。戯曲『闇の力』以外は論文

で， 『何をなすべきか』 ，『学校における自由』（いずれも８８年干１」行），『金銭と労働』（刊行年なし）
，

『芸術とは何か』（９８年干１」行）。 西園寺が教育に強い関心を示し，２度におよぶ文相の任期において
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
独自の施策をうちだそうとしたことは，最近完結した『西園寺公望伝』も強調しているところだ

が， トルストイの教育論がはらむ矯激な問題提起も ，あるいはそうした関心を誘発したものであ

るかも知れない。『学校における自由』は最初のフランス語訳と銘うっ ており ，日本語訳が出る

のははるか後年のことであるから，西園寺は当殊この版によっ てトルストイを読んだのであろう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
　文部省から出版された，英語版の『日本近代教育の概観』も文庫には保存されている。これは

西園寺が文部大臣に就任する前年の刊行であるが，ようやく形をととのえた近代教育の姿を国外

に示す里程標と見てよいであろう 。

１）　（０１２０）ＳＢ８５２／Ｂ７１

　　Ｄ１ｃｔ１ｏｎｎａ１ｒｅ　ｅｔｙｍｏ１ｏｇ１ｑｕｅ　ｄｅ１ａ１ａｎｇｕｅ　ｆｒａｎｇａｌｓｅ／ｐａｒ　Ａｕｇｕｓｔｅ　Ｂｒａｃｈｅｔ１５ｅ　ｅｄ　Ｐａｎｓ　Ｂ
１ｂ１１０ｔｈ

ｅ

　ｑｕｅ　ｄ
。’

ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ，１８８０５６０ｐ　Ｏｕｖｒａｇｅ　ｃｏｕｒｏｍｅ　ｐａｒ１’Ａｃａｄｅｍ１ｅ　ｆｒａｎｇａ１ｓｅ

２）　　（０１２４）ＳＢ８５３／Ｓｏ８２

　　Ｐｅｔｉｔ　ｄｉｃｔｉｏｍａｉｒｅ　ｒａｉｓｏｍ６ｄｅｓ　ｄｉ舶ｃｕ１ｔ６ｓ　ｅｔ　ｅｘｃｅｐｔｉｏｎｓ　ｄｅ１ａ１ａｎｇｕｅ　ｆｒａｎｇａｉｓｅ／ｐａｒ　Ｔｈ．Ｓｏｕ１ｉｃｅ　ｅｔ

　Ａ．Ｌ．Ｓａｒｄｏｕ．Ｐ
ａｒｉｓ： Ｈａｃｈｅｔｔｅ．１８８６，５７３ｐ

３）　　（０！２５）ＳＢ８５３．５／Ｓａ６９

　　Ｎｏｕｖｅａｕ　ｄｌｃｔ１ｏｍａ１ｒｅ　ｄｅｓ　ｓｙｎｏｎｙｍｅｓ　ｆｒａｎｇａ１ｓ／ｐａｒ　Ａ　Ｌ　Ｓａｒｄｏｕ　Ｐａｒ１ｓ　Ｃｈ　Ｄｅ１ａｇｒａｖｅ〔１８９
一〕

　５８０ｐ

４）　（０１１１）ＳＢ７８０．３３／Ｐ３１

　　Ｄ１ｃｔ１ｏｎｎａ１ｒｅ　ｄｕ　ｓｐｏｒｔ　ｆｒａｎｇａ１ｓ ／ｐａｒ　Ｎｅｄ　Ｐｅａｒｓｏｎ　Ｐａｒ１ｓ　Ｌｏｒｅｎｚ１８７２６７６ｐ

５）　（０１３６）ＳＢ９５０．２／Ｖ６２

　　Ｌａ　ｍａｓｃａｒａｄｅ　ｄｅ１’ｈｉｓｔｏｉｒｅ／ｐａｒ　Ｐｉｅｎｅ　Ｖるｒｏ皿Ｐａｒｉｓ： Ｄｅｎｔｕ．１８８２

　　ピエール ・ヴ ェロン（１８３３－１９００）は作家，ジャーナリスト 。有名な雑誌『シャリヴ ァリ』を発行

　し，パリ風俗をめぐる多数の本を書いた 。

６）　（０１２６）ＳＢ８５３．９／Ｐ７６

　　Ｄ１ｃｔ１ｏｍａ１ｒｅ　ｄｅｓ　ｃａ１ｅｍｂｏｕｒｓ　ｅｔ　ｄｅｓ　ｊｅｕｘ　ｄｅ　ｍｏｔｓ，１ａｚｚ１ｓ，ｃｏｑ－ａ
－１’倉ｎｅ，ｑｕｏ１１ｂｅｔｓ

，ｑｕ１ｐｒｏｑｕｏｓ，ａｍｐｈ１

　ｇｏｕｒｉｓ
，ｅｔｃ．／ｐａｒ１ｅ　ｂａｒｏｎ　Ｄｅ１ａ　ｐｏｉｎｔｅ　ｅｔ１ｅ　Ｄｒ　Ｅｕｇさｎｅ　Ｌｅ　Ｇ

ａｉ．Ｐａｒｉｓ；Ｄｅ１ａｒｕｅ．〔１９ 一一〕

７）　（Ｏ０９２）ＳＢ６２９．５／Ｅ６８

　　Ｐａｒｃｓ ｊａｒｄｍｓ ｐｒｏｍｅｎａｄｅｓ　ｅｔｕｄｅ　ｈ１ｓｔｏｒ１ｑｕｅ ｐｒ１ｎｃ１ｐｅｓ　ｄｅ１ａ　ｃｏｍｐｏｓ１ｔ１ｏｎ　ｄｅｓ　ｊａｒｄ１ｎｓ ｐｌａｎｔａｔ１ｏｎｓ

　Ｄｅｃｏｒａｔ１ｏｎ　ｐ１ｔｔｏｒｅｓｑｕｅ　ｅｔ　ａｒｔ１ｓｔ１ｑｕｅ　ｄｅｓ　ｐａｒｃｓ　ｅｔ　ｊａｒｄｍｓ　ｐｕｂ１１ｃｓ　Ｔｒａ１ｔｅ　ｐｒａｔ１ｑｕｅ　ｅｔ　ｄ１ｄａｃｔ１ｑｕｅ／ｐａｒ

　１ｅ　ｂａｒｏｎ　Ｅｍｏｕｆ，ｅｎｔｉさｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｆｏｎｄｕｅ，ａｖｅｃ１ｅ　ｃｏｎｃｏｕｒｓ　ｄｅ　Ａ．Ａ１ｐｈａｎｄ．３ｅ台ｄ．Ｐａｒｉｓ： Ｊ． Ｒｏｔｈｓｃ
ｈｉ１ｄ

　〔１８ 一一〕

８）　（Ｏ０９９）ＳＢ７５７．８／Ｈ４５

　　Ｌ’ａｒｔ　ｄａｎｓ　ｌａ　ｍａ１ｓｏｎ　ｇｒａｍｍａ１ｒｅ　ｄｅ１’ａｍｅｕｂ１ｅｍｅｎｔ ／ｐａｒ　Ｈｅｎｒｙ　Ｈａｖａｒ
ｄ．

Ｎｏｕｖ　ｅｄ１ｌ１ｕｓｔｒｅｅ　ｄｅ２６０

　ｇｒａｖｕｒｅｓ．Ｐａｒｉｓ： Ｒｏｕｖｅｙｒｅ，〔１８８２〕２ｔ

９）　（ＯＯ０６）ＳＢ１４８．１／Ｌ３８

　　Ｔｒａｉｔ６ｄｅ　ｐｈｒ６ｎｏ１ｏｇｉｅ＝
ｄ’
ａｐｒ
さｓ１ｅｓ　ｍ６ｔｈｏｄｅｓ　ｄｅ　Ｌａｖａｔｅｒ，Ｇａ１１＆Ｓｐｕｒｚｈｅｉｍ．Ｐａｒｉｓ： Ｄｅ１ａｒｕｅ，１８ 一一

　　Ｌａｖａｔｅｒ…などの名を示しているが，著者ではない。著者名のない通俗書 。

１０）　（０１０９）ＳＢ７７１．７／Ｇ４７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４３）
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　　　Ｐｈｙｓ１ｏｎｏｍ１ｅ　ｅｔ　ｇｅｓｔｅｓ　ｍｅｔｈｏｄ．ｅ　ｐｒａｔ１ｑｕｅ　ｄ’ａｐｒｅｓ　ｌｅ　ｓｙｓｔｅｍｅ　ｄｅ　Ｆ　Ｄｅ１Ｓａｒｔｅ　ｐｏｕｒ　ｓｅｒｖ１ｒ　ａ　ｌ’ｅｘ

　　 ｐｒｅｓｓｌｏｎ　ｄｅｓ　ｓｅｎｔｍｅｎｔｓ　ｐａｒ　Ａ　Ｇ１ｒａｕｄｅｔ ，ａｖｅｃ３４ｐ１ａｎｃｈｅｓ　ｈｏｒｓ　ｔｅｘｔｅ，ｃｏｍｐｏｓｅｅｓ　ｄｅ２５０丘ｇｕｒｅｓ

　　Ｐａｒ１ｓ　Ｌ
１ｂｒａ１ｒ１ｅｓ－Ｉｍｐｒｌｍｅｒ１ｅｓ，１８９５

　　　著者のジロデはオペラ座の歌手でコンセルヴ ァトワール教授 。

　１１）　（００９５）ＳＢ６８６．１／Ｐ１７

　　　Ｄ
１ｃｔ１ｏｎｎａ１ｒｅ１ｅｇ１ｓ１ａｔ１ｆ　ｅｔ　ｒｅｇ１ｅｍｅｎｔａ１ｒｅ　ｄｅｓ　ｃｈｅｍｍｓ　ｄｅ　ｆｅｒ ／ｐａｒ　Ｊ　Ｇ　Ｐａ１ａａ２ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ　Ｃｏｓｓｅ

，

　　Ｍａｒｃｈａ１ｅｔ　Ｂ
１１１ａｒｄ， 〔１８７２－８１〕２ｖ

　１２）　（０１４８）ＳＢ９５２／Ｇ２７

　　　Ｌａ　ｍａｒｃｈａｎｄｅ　ｄｅ　ｓｏｕｒ１ｒｅｓ　ｐ１ｅｃｅ　ｊａｐｏｎａ１ｓｅ　ｅｎ　ｃｍｑ　ａｃｔｅｓ　ｅｔ　ｄｅｕｘ　ｐａ廿１ｅｓ ／Ｐａｒ　Ｊｕｄ１ｔｈ　Ｇａｕｔ１ｅｒ
，

　　 ｐｒｏｌｏｇｕｅ　ｐａｒ　Ａｒｍａｎｄ　Ｓ １１ｖｅｓｔｒｅ ，ｍｕｓ１ｑｕｅ　ｄｅ　Ｂｅｎｅｄ１ｃｔｕｓ　Ｐａｒ１ｓ　Ｇ　Ｃｈａｒｐｅｎｔｌｅｒ，１８８８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈｏｍｍａｇｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＬｅＭａｒｑｕ１ｓ Ｓａ１ｏｎｚ１

　　　　　　　　　　　Ｅｎｖｏｙ６ｅｘｔｒａｏｒｄｍａ１ｒｅ　ｅｔ　Ｍｍ１ｓｔｒｅ　ｐ１６ｍｐｏｔｅｎｔ１ａｒｅ　ｄｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓａ　Ｍ
ａｊｅｓｔる１’ｅｍｐｅｒｅｕｒ　ｄｕ　Ｊａｐｏｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の皇帝陛下の

　　　　　　　　　　　　　　　　　特使にして全権公使たる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西園寺侯爵に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹呈

　　なお，ジュ ティソト　 コーチ ェは西園寺をつねにＳａ１ｏｎｚ１ と綴っている 。
１３）　（０１２９）ＳＢ９１１．１３５１／Ｓａ２２

　　Ｐｏさｍｅｓ ｄｅ１ａ１１ｂｅ１１ｕ１ｅ／ ｔｒａｄｕ１ｔｓ ｄｕｊａｐｏｎａ１ｓ ｄ’ａｐｒさｓｌａｖｅｒｓ１ｏｎ１１ｔｔｅｒａ１ｅｄｅ ＭＳａ１ｏｎｚ１
，ｃｏｎｓｅ１１１ｅｒ

　ｄ’Ｅｔａｔｄｅ ＳＭ１’ｅｍｐｅｒｅｕｒ ｄｕＪａｐｏｎ ，ＰａｒＪＧａｕｔ１ｅｒ ，１１１ｕｓｔｒｅｓｐａｒ Ｙａｍａｍｏｔｏ Ｐａｒｌｓ Ｇ１ｌｌｏｔ〔１８８５〕

１４）（０１６４）ＳＢ９５３／Ｍｅ４４

　　Ｌａ　ｐｒｅｍ１ｅｒｅ　ｍａｉｔｒｅｓｓｅ　ｒｏｍａｎ　ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｍ／ｐａｒ　Ｃａｔｕ１１ｅ　Ｍｅｎｄｅｓ　Ｐａｒ１ｓ　Ｇ　Ｃｈａｒｐｅｎｔ１ｅｒ，１８８８

　　著者のカチ ュール ・マンデス（１８４１－１９０９）は知名の詩人，劇作家，小説家。わずかのあいだだが，

　ジ ュディット ・ゴーチエはその最初の妻であ った。西園寺は，あるいは私的な興味からこの本を求め

　たのかも知れない 。

１５）文中に挙げる順で，『目録』の番号は（０１６８）（０１７０）（００８５）（０１６９）（００９６）

１６）立命館大学編『西園寺公望伝』全６巻（岩波書店，１９９０－９７）のとりわけ伝記第２巻の第４およぴ

　第５章 。

１７）　（００８４）ＳＢ３７２．１／Ｊ２４

　　０ｕｔ１ｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｏｄｅｍ　ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ　ｍ　Ｊａｐａｎ／ ｔｒａｎｓ１ａｔｅｄ　ａｎｄ　ｐｕｂ１ｌｓｈｅｄ　ｂｙ　ｔｈｅ　Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔ　ｏｆ

　Ｅｄｕｃａｔ１ｏｎ（モンフシ ョウ）Ｔｏｋｙｏ　ＴｈｅＤｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆＥｄｕｃａｔ１ｏｎ，１８９３

４． １９００年，１９１０年代の収書

　西園寺は１９００年に枢密院議長，０３年に政友会第２代総裁，０６年１月第１次西園寺内閣組閣（０８

年７月まで），１１年８月第２次西園寺内閣組閣，１２年１２月総辞職して同月元老となる。この年代が ，

彼が政治の表舞台のもっとも中心にあ った時期と言えよう 。

　１３年から京都にしりぞき ，さらに政友会総裁も辞任したが，１９年ヴェルサーユにおける世界大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４４）



　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　２１７

戦講和会議に全権大使として出席する 。

　この２０年問に日本は，日露戦争，第１次世界大戦とふたつの戦争を経験している。すでに
１８９４－９５（明治２７－２８）年の日清戦争での勝利以来，日本の台頭は欧米諸国の警戒を招いていたが ，

黄禍論はますます高まりを見せる。日露の戦いから世界大戦の始まりまでわずか１０年。西園寺の

蔵書は，西洋における日本観，列強のパワー・ ポリティクスヘの関心を映している。西園寺にと

ってトイノはかつて公使として在勤した地でもあり ，大戦の原因とその経緯の検討は当献深い関

心事であ ったことが蔵書からよく察せられる。西園寺のフランス語蔵書は，１９００年以降しはらく

して初めて公人としての政治的関心をはっきり示すようになっ たと言いうるだろう 。

　世紀の初頭はまだ西園寺もベル ・エポ ックののどかな書見を楽しめたようだ。ジ ョルジ ュ・ オ

ーネの小説『婚礼の一行』（１９００年），サルセーの劇評集『演劇四十年』（１９００－０２年），アンリ ・ラ

ヴダンの小説『よい時代』（０６年）… ラヴダンはのちにもう１作『わが名づけ子』（１１年）が蔵

されているが，この作家は酒脱な筆でパリ風俗を描いて西園寺好みのように思われる。アナトー

ル・ フランスの『ペンギンの島』も皮肉な筆致が気に入 ったであろう 。ジ ョゼフ ・ペラダンの小
　　　　　　　　１）
説『ピサの恋人たち』は心理小説として読んだものか。そのほか『シラノ』につづいて，おなじ

作者の『鷲の子』（１０年版），『シャントクレール』（１０年）も見出される 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
　百科辞典としては，クロード ・オージェ編『挿絵入り新ラルース』９巻，同じ編者の雑誌形式
　　　　　　　　　　　２）
の『挿絵入り月刊ラルース』２巻があるのみだが，およその用はこれで足りるといえよう 。

　日露戦争における日本の勝利は西洋諸国を震骸させたが，やがて日本を，近代日本の姿を描こ

うとした一連の著作が登場してくる。それらの多くは，あからさまな黄禍論と分類されるものか

も知れない。レオ ・ピラム『小さなシャソ プがいずれ大きくなる 一　　極東における日本の膨
　　　　　　　　　　　　４）
張』（ンユール　クラルン序文），ルイ　オヘール『アメリカ人と日本人　　ハワイ ，カリフォルニ

ア， カナタ ，南米における日本人移民　　経済的，社会的，政治的対立　　合衆国，日本およひ
　５ｊ　　　

、、　　　　　 、　　　　　　　　　　　
６」

列強』 ，リュトウィソ ク　 ノトー『近代日本　　その発展』，それに，タンリ大尉著『黄色人種の
　７）
侵入』という表題の，小説仕立ての奇妙な連作 。

　これらの著述の若干には珍しく赤鉛筆による線引きが見られる。もちろん，西園寺の手という

確証はないが，そう考えるのは問違っているようにも思えない。たとえば，ノドーの著作の２１８ －

９ぺ一ジにはこんな記述があり ，朱で下線が付されている 。「もし，マンチ ューリ〔満州〕の戦

争〔日露戦争〕において，ロシア軍がしたように日本軍が絶えず退却を余儀なくさせられたら ，

民衆は必ずや主だった将軍たちの家を焼いたであろう 。おそらくは，将軍たちの家族を死に至ら

しめることもあ ったろう 。あるいは，国が内乱に陥 ったろう 。

　もしロシア艦隊が対馬で勝利していたら，日本に住んでいるフランス人はみな殺害されたであ

ろうこと疑いはない」。 この記述は，講和反対を叫ぶ民衆の暴動を見たあとで，「もしや」という

想定を試みたもので，過敏に思われるかも知れない推論だが，外国人ならではの鋭い指摘と西園

寺は感じたのであろう 。

　ルイ ・オベールの著作には露骨な人種主義的発言が随所に見られると言ってよい。たとえば日

本人排斥を正当化する理由として ，１７９ぺ一シには，こんな叙述がある 。「使っているうちに，労

働者そのものというのは存在しないことが人にはわかってくる。労働者としてひとつの階級に属

（８４５）
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する前に，人としてひとつの文明に属することがわかってくる。ところが，日本文明とヨーロソ

パ文明とはこれまで，それぞれの個人のあいだに同じ欲求を育ててこなか った」。 ここには ，！！

という朱が付されている。ｒ白人種の本音を聞いて，呆れた」ということでもあろうか…。

　この本では，移民も日本の勢力拡張政策の一環ととらえられているが，本の最後の結論として ，

アメリカ ，日本，中国の３国の関係を予測している末尾の余白にも縦に朱で　線が引かれている 。

この場合は，白人社会の一部にある，注目していい見方という感想であろう 。あらましの趣旨は ，

日本の経済的利益から太平洋地域を確保しようとする，未来の帝国の野望は，軍備の増強から日

本を戦争にみちひきかねない。そして，日本の当面の関心は政情不安定な中国にあり ，両国問に

予想される衝突によっ て， 列強は日本とことを構える必要がなくなる，というのである 。

　アメリカにおける日本移民の問題については，ほかに英書でシドニー・ Ｌ・ ガリッ ク『日系ア
　　　　　８）
メリカ人問題』が架蔵されている 。

　日露戦争そのものを検討の対象にした著作も出ている。ロシア陸軍参謀本部による浩鞠な戦史
　　　　　　　９）
のフランス語訳で，フランス陸軍参謀本部の手になるものである。全４巻７冊の大型本，約

４， ０００ぺ一ジの膨大なもので，こうした規模の著作が戦後さほど日をおかずに刊行，さらには翻

訳されたことに目をみはる。また，旅順攻防をめぐる桜井忠温の『肉弾』（フランス語題名〃か

舳〃〃舳舳６）は有名だが，西園寺文庫にあるのは同じ作者の『銃後』のフランス訳『銃をにき
　　　　　　　　　　１０）
って　　旅順攻略回想記』である。これはフランス海軍のトゥ ・ハランクール艦長によるもので ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
序文を当時の首相大隈重信と ，陸軍省医務局長森林太郎が寄せている 。

　もちろん，この時期にあ っても ，政治や軍事にかかわらない書目はさまざまに見られる。ジ ュ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
ティソト ・コーチエの献辞のある，もう１冊の著書『日本　　すはらしい物語』（１２年）に描か

れている日本は，つねに夢のかなたにある日本である。ジ ョルジ ュ・ プチ画廊の売立てのための

『日本美術品図録　　日本漆器のすはらしいコレクシ ョン（コルメタージ ュ　コレクシ ョン）』（１２年） ，

イギリスの宝飾店マピン＆ウエッ ブの部厚い商品カタログ（１０年）。

　外国人読者のために内外で出された，日本にかかわる英語出版物の注目すべきものも取ってお

かれている。しかるべき吟味を経たことを思わせる。西園寺周辺の人物のひとりである竹越三叉
　　　　　　　　　　１３）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
による『日本の台湾統治』（ただし，中川寄贈）。 松村瞭『民族学地名辞典』は英和対照になっ てお

り， 当時の学術的達成を見せて，しかも実用の宝典と見える。『１９１０年英国における日本博覧会
　　　　１５）
公式報告書』は５５１ぺ一ジの大冊である。横浜のシャパン ・カゼ ソト社が発行した堂々たる『日
　　　　　　　　

１６）

　　　　　　　　　 、　
１７）

本貴族年鑑』第１版。望月小太郎編『先帝明治大帝』。 鉄道院による画期的水準の事業と言える
　　　　　　　　　　　　　　１８）
『東アジア公式旅行案内』全５冊。人目を引く出版物ではないが，日本コンコルディア協会によ

る第１次，第２次の年間報告 。

　日本人画家にかかわる２冊も挙げねばならない。いずれもロンドンの同じ版元からで，まず ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
アカテミー・ コンクールの会員である作家たちによる『パリの色　　歴史と人と土地』。 挿絵が

Ｙｏｓｈ１ｏ　Ｍａｒｋｍｏ（牧野義雄）もうひとつは，牧野自身による『日本人画工倫敦日記』（これは中
　　２０）
川寄贈）。 西園寺と牧野に個人的なつながりがあったかどうか知らないが，この時代に日本人が

ヨーロッパ画壇でこれだけの評価を得るのは希有と言っていいだろう 。しかも ，都市風俗を描い

て。 どちらも ，楽しげで酒落た本である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４６）



　　　　　　　　　　　　　　西園寺公望のフランス語蔵書（奥村）　　　　　　　　　　　　　　２１９

　大型の豪華本だが，風流韻事にかかわらないもので，ドイツ ・クルッ プ社の『クル ップ
　　　　　　　　　　　　　　　　２１）１８１２－１９１２発展の１世紀』ドイツ語版が創立１００年記念の社史である。ずっと小型のフランス語
２２）

版もあわせて蔵されている 。

　第１次大戦に関する一群の図書がある。もうすこし具体的に言えば，戦争前夜のヨーロッ パ情

勢， とりわけドイッの動向，大戦勃発の原因の検討，あるいは戦中のドイッの行為にかかわる図

書である。刊行年で言えば，１９０９年から１８年に及ぶ。これらの図書は，西園寺自身あるいは彼に

近い外父関係者あたりの手で入手されたものであろう 。また，大戦にじかにかかわる書籍には ，

パリ講和会議出席のさい会議事務局，在仏日本大使館，あるいは随行者の手によっ て調えられた

ものもあろう 。これらの図書の若干にはかなりの書き込みも見られ，相当の熱意で播かれたこと

が察せられる。大戦にいたるまでのヨーロソパ政治の成行はもとより西園寺にとっ て重要な関 。し・

事であ ったが，それは単に政治の世界の問題ではなく ，文明の帰趨として眺められていたことで

あろう 。普仏戦争直後の最初のヨーロッパ滞在以来ほぼ５０年の諸国の変転のなかで，かつて赴任

地であ った国の軌跡を追い，それにあわせて日本の今後を思いやる，西園寺ならではの長い射程

の省察と感慨があ ったろう 。会議出席の１９年には，公望７０才であ った 。

　そうした書目を刊行年の順に挙げる。執筆者は外交の専門家，ジャーナリスト ，作家，軍人な

とさまさまで，官庁文書もある。１１年にＥシャルム『ヨーロソパにおける外交政策の現在の問

題』。１２年にジュール　ユレの『トイノにて　　ヘルリン』。 作者は有名なシャーナリストで，ル

ポルタージュを諸外国についておこなっ ているが，これはそのトイノ編の１冊。西園寺に親しい

ベルリンの巻をまず選んだのであろう 。ついで，ガブリエル ・アノトーの本が２冊。アノトーは

西園寺と親しかったフランスの元外交官で，著述家として有名になり ，すでにアカテミー・ フラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３ｊ
ンセーズ会員であ った。１２年に『外交研究　均衡政策　１９０７－１９１１』。１４年に『外交研究（第２集）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４〕
　　バルカン戦争とヨーロッパ１９１２ －１９１３』。 どちらも時評の形の外交論だが，前者にかなりの

書き入れがある。その時期は大戦前と思われる。そう考えるのは，ドイツと諸国との軋轄は外交

努力で解消できるという楽観論がアノトーの持説なのだが，たびたび繰り返される，そうした論

旨の箇所に（おそらくは共感の）朱線が引かれているからである 。つまり ，外交の専門家であ った

アノトーは重要な予測の誤りをおかし，西園寺もその見解をそのままに受け取っていたことが推

察される 。

　１４年にはさらに，アンリ　アントリヨン『トイノの拡張　　その理由，形態，結果』とシャル
　　　　　　　　　　　　　　　２５、
ル・ モラス『キールとタンジェール』。 後者は，当時フランスに滞在中であ った島崎藤村から贈

られたもの。「陶奄先生小呈す／大正四年二月／巴里の客舎にて／藤村生」の献辞がある。藤村

は雨声会に連なっ たひとりで，そのフランスヘの渡航について西園寺はシュ ティソ ト・ コーチエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６）
への紹介状を書くなど，いろいろ便宜を計ったという 。大正４年は１９１５年で開戦以来半年。時局

を考えて，この本を見つくろっ たものである 。

　１５年には『フランスにおけるトイノの残虐行為　　敵による人権侵害行為確認のために設置さ

れた委員会により ，総理大臣に提出された報告』。『われ弾劾す！』，ドレフユス事件におけるゾ

ラの有名な文章の表題を借りた書名で，著者名は匿名で「一ドイッ人」となっ ている。内部告発

の形をとっ た， 前者と同様の内容の文書。ベルキーで出された，ヘイイェンス男爵『戦前のトイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４７）



　２２０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

ツ　　原因と責任』。

　１６年にアントレ ・シェラタム『仮面をはがされた汎ケルマン主義計画　　「引き分け」の恐る
　　　　　　　２７）
べきベルリンの罠』，イーヴ ・ギュイヨ『戦争の原因と結果』（第２版）。『国際協定から見た，フ

ランスとドイツにおける捕虜の処遇１９１４ －１９１６』，フランス外務省の文書で『リールおよぴフラ

ンス北部地方におけるドイツ人』。１８年に，ユナイティッ ド・ プレスのベルリン通信員のカー

ル・ Ｗ． ・ア ッカーマン『銃後のドイッ』（フランス語版）。

　英語の本が２冊。１６年のフェ ルナン ・パスレ ソク『真実とこまかし　　ドイツの白書に対する
　　　　　　　　　　　　　　２８）
ベルギー政府の回答の分析的研究』。１７（？）年のアーノルド ・Ｊ ・トインビー『ベルギーにおけ
　　　　　　２９）
る国外流刑措置』。 まだ２０代のトインビーの名を見出して驚くが，彼はこの戦中，ドイツの残虐

行為に関する調査をいくつかおこなっ ている 。

　こうした著作のひとつとして，キ ュスターウ ・ルボンの戦中の著書『戦争の最初の結果のいろ
　　　　３０）
いろ』（１６年）を取りあげよう 。ルボンは社会心理，とりわけ群衆心理の研究家として当時よく

読まれた人だが，その著作は計３冊架蔵されている。他の２冊は『諸民族の進化の心理法則』
　　３１）　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
（１９１１年），『真実のうちの生』（１４年）。 西園寺に近い本野一郎にはルボンの日本語訳もあり ，この

人の著書が西園寺の手元にあるのは自然かも知れない。ことに，政治家として民意をつかもうと

するとき，しばしば得体の知れない群衆の感情と向きあうことになるだけに，このフランス人の

著作が興味をもたれて不思議はない。１６年刊のこの本には，珍しくあちこちに下線が入り ，余白

に内容の要約が書きとめられている。発刊後すぐに読まれたと思われる 。

　たとえば，開戦とともに民衆の国家意識が強まっ て階級の利害が忘れられたこと，日本にかか

わる言及についての感想，クル ップなどドイツ軍需産業の利益，参戦前のアメリカから第三国を

通したドイッヘの農産物輸出という冷徹な国益中心主義，国民性における「英独ノ別」，「英国ノ

強」の因 ってきたるは制海権にあること ，国家間の大事が首脳会談によっ て決せられ「外交官ノ

無用」となっ たこと…など。非常時下についての警抜な指摘にかなり興を覚えているようだ 。

１）『目録』に脱落。書名は註，１－ ４ｃ．に示した 。

２）　（ＯＯ０４）ＳＢ０３５／Ｌ３２

　　Ｎｏｕｖｅａｕ　Ｌａｒｏｕｓｓｅ１１１ｕｓｔｒｅ　Ｄ１ｃｔ１ｏｍａ１ｒｅ　ｕｍｖｅｒｓｅ１ｅｎｃｙｃ１ｏｐｅｄ１ｑｕｅ／ｐｕｂ１１ｅ　ｓｏｕｓ１ａ　ｄ１ｒｅｃｔｌｏｎ　ｄｅ

　Ｃ１ａｕｄｅ　Ａｕｇｅ　Ｐａｒｌｓ　Ｌ１ｂｒａ１ｒ１ｅ　Ｌａｒｏｕｓｓｅ，１８９８－１９０４９ｖ

３）　（ＯＯ０２）ＳＢ０３５／Ａ９６

　　Ｌａｒｏｕｓｓｅ　ｍｅｎｓｕｅ１１１１ｕｓｔｒｅ　ｒｅｖｕｅ　ｅｎｃｙｃ１ｏｐｅｄ１ｑｕｅ　ｕｍｖｅｒｓｅ１１ｅ　ｐｕｂ１１ｅｅ　ｓｏｕｓ　Ｉａ　ｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎ　ｄｅ　Ｃ１ａｕｄｅ

　Ａｕｇ６．Ｐａｒｉｓ： Ｌａｒｏｕｓｓｅ，１９０７－１３

４）　（００２３）ＳＢ２１０．６／Ｂ９９

　　Ｐｅｔ１ｔ　Ｊａｐ　ｄｅｖ１ｅｎｄｒａ　ｇｒａｎｄ１１’ｅｘｐａｎｓ１ｏｎ　ｊａｐｏｎａ１ｓｅ　ｅｎ　Ｅｘｔｒ６ｍｅ－Ｏｒｌｅｎｔ ／Ｐａｒ　Ｌｅｏ　Ｂｙｒａｍ ，Ｐｒｅｆａｃｅ

　ｄｅ　Ｊｕ１ｅｓ　Ｃ１ａｒｅｔ１ｅ　Ｐａｒ１ｓ　Ｂｅｒｇｅｒ－Ｌｅｖｒａｕ１ｔ，１９０８３９８ｐ

５）（００８１）ＳＢ３３４．４５３／Ａ９６

　　Ａｍｅｒ１ｃａｍｓ　ｅｔ　Ｊａｐｏｎａ１ｓ　１’ｅｍｇｒａｔ１ｏｎ　ｊａｐｏｎａ１ｓｅ　ａｕｘ　Ｈａｗａｌ，ｅｎ　
Ｃａ１１ｆｏｍ１ｅ

，ａｕ　Ｃａｎａｄａ　ｅｔ　ｄａｎｓ

　１’Ａｍｅｒｌｑｕｅ　ｄｕ　Ｓｕｄ　１ｅ　ｃｏｎＨ１ｔ　ｅｃｏｎｏｍ１ｑｕｅ　ｓｏｃ１ａ１ｅｔ　ｐｏ１１ｔ１ｑｕｅ　１ｅｓ　Ｅｔａｔｓ－Ｕｍｓラ１ｅ　Ｊａｐｏｎ　ｅｔ１ｅｓ　ｐｕ１ｓ

　ｓａｎｃｅｓ ／ｐａｒ　Ｌｏｕｉｓ　Ａｕｂｅｒｔ．Ｐａｒｉｓ： Ａ． Ｃｏ１ｉｎ，１９０８，４３０ｐ

６）　（Ｏ０２４）ＳＢ２１０．６／Ｎ５９

　　Ｌｅ　Ｊａｐｏｎ　ｍｏｄｅｍｅ　ｓｏｎ　ｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ／Ｐａｒ　Ｌｕｄｏｖｌｃ　Ｎａｕｄｅａｕ　Ｐａｒ１ｓ　Ｆ１ａｍｍａｒ１ｏｎ，１９０９４０４ｐ

　（Ｂ１ｂ１ｌｏｔｈｅｑｕｅ　ｄｅ　ｐｈ１ｌｏｓｏｐｈ１ｅ　ｓｃｌｅｎｔ１丘ｑｕｅ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４８）
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７）『目録』の（Ｏ０１１）から（Ｏ０１３）までの３冊に記されている題名は連作の副題で，共通する表題は

　　Ｌ’ｍｖａｓｌｏｎ　ｊａｕｎｅ（『黄色人種の侵入』）　なお，タンリ　（Ｄａｎｒ１ｔ）はアナクラムで，本名は
　　Ｅｍ．１ｅ－Ａｕｇｕｓｔｅ－Ｃｙｐ。。ｅｎ　Ｄ。。ａｎｔ（１８５５－１９１６）軍人で，多くの軍事小説を残した。ウェルタンの戦

　　いで戦死 。

８）　（Ｏ０６９）ＳＢ３１６，８５３／Ｇ９５

　　　　Ｔｈｅ　Ａｍｅｒ１ｃａｎ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｐｒｏｂ１ｅｍ　ａ　ｓｔｕｄｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｒａｃ１ａ１ｒｅ１ａｔ１ｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｅａｓｔ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｗｅｓｔ ／ｂｙ

　　Ｓ１ｄｎｅｙ　Ｌ　Ｇｕ１１ｃｋ　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　Ｃ　Ｓｃｒ１ｂｎｅｒ ’ｓ　Ｓｏｎｓ，１９１４

９）『目録』の（Ｏ０２６）から（Ｏ０２９）までの４冊に記されている題名は副題で，共通する表題はＧｕｅｒｒｅ

　　Ｒｕｓｓｏ－Ｊａｐｏｎａ１ｓｅ１９０４－１９０５ｈｌｓｔｏｒ１ｑｕｅ　ｒｅｄ１ｇｅ　ａ１
’ｅｔａｔ－ｍａｊｏｒ　ｇｅｎｅｒａ１ｄｅ１’ａｍｅｅ　ｒｕｓｓｅ（『露日戦争

　　１９０４－１９０５　ロシア軍参謀本部で編纂された戦史』）

１０）　（０１３１）ＳＢ９１３．６／Ｓａ４３

　　　　Ｆｕｓ１１ｅｎ　ｍａｍ　ｓｏｕｖｅｍｒｓ　ｄｕ　ｓ１ｅｇｅ　ｄｅ　Ｐｏｒｔ－Ａｒｔｈｕｒ／ｐａｒ１ｅ　ｃａｐ１ｔａｍｅ　Ｔａｄａｙｏｓ ｈ１ Ｓａｋｏｕｒａ１ Ｐａｒ１ｓ

　　Ａｕｇｕｓｔｍ　Ｃｈａ１１ａｍｅ１．１９１６３９８ｐ

　　　　Ａ　ｓｏｎ　Ｅｘｃｅ１１ｅｎｃｅ　ｌｅ　ｍａｒｑｕｉｓ　Ｓａｉｏｎｚｉ　（訳文）西園寺侯爵閣下に

　　　　Ｔｒｅｓｒｅｓｐｅｃｔｕｅｕｘｈｏｍｍａｇｅｓ　　　　　　　　恭々しい敬意をもっ て

　　　　　　　Ｍａｒｑｕｉｓ　ｄｅ　Ｂａ１ｉｎｃｏｕｒｔ　　　　　　　　　　　バランクール侯爵

　　　　ドゥ ・バランクール艦長の名が著者名のごとくに扉ぺ一ジの上に出ているが，同人は訳のほかに
　　Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ を記したに過ぎないと

、冒、われる 。Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ において ，１９１３年１０月 ，日本で桜井
、曽、温

　　に会い，その本をフランスで紹介するにいた った経緯を述べ，これが日露戦争についての自分の８冊

　　　目の本だとしている。ロシア海軍のセメノフ艦長の手記なども同様に成 ったものであろう 。

１１）扉ぺ 一ジで序文の筆者名がＫＩＮＴＡＲＯ－ＭＯＲＩと誤植されている。脚注があり ，「陸軍省医務局長

　　で，作家として著名であり ，多数の小説により大きな成功を博している」。

１２）　（Ｏ０２２）ＳＢ２１０／Ｇ２７

　　　　Ｌｅ　Ｊａｐｏｎ（ｍｅｒｖｅ１１１ｅｕｓｅｓ　ｈ１ｓｔｏ１ｒｅｓ）／Ｐａｒ　Ｊｕｄ１ｔｈ　Ｇａｕｔ１ｅｒ ，Ｐｒｅｆａｃｅ　ｄｅ　Ｊｅａｎ　Ａ１ｃａｒｄ　Ｖｍｃｅｍｅｓ　Ｌｅｓ

　　Ａｒｔｓ　ｇｒａｐｈｉｑｕｅｓ，１９１２，１１５ｐ．（Ｌｅｓ　ｂｅａｕｘ　ｖｏｙａｇｅｓ）

　　　　Ｐｏｕｒ１ｅｓ　ｂ６ｂ６ｓ　　　　（訳文）西園寺侯爵の
　　　　ｄｅ　Ｍａｒｑｕｉｓ　ＳａＩｏｎｚｉ，　　　　　赤ちゃんたちに

　　　　 Ｓ’ｉ１ｅｎａ　　　　　　　　　　（もし居られたら）

　　　　　　　Ｊｕｄ１ｔｈＧａｕｔ１ｅｒ　　　　　　　　ジ ュディット ・コ“一チェ

１３）　（Ｏ０３３）ＳＢ２２２，４０６／Ｔａ６２

　　　　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｒｕ１ｅ　ｍ　Ｆｏｒｍｏｓａ／ｂｙ　Ｙｏｓａｂ岨ｏ　Ｔａｋｅｋｏｓｈ１ ，ｗ１ｔｈ　ｐｒｅｆａｃｅ　ｂｙ　Ｂａｒｏｎ　Ｓｈ１ｍｐｅ１ Ｇｏｔｏ ，ｔｒａｎｓ

　　１ａｔｅｄ　ｂｙ　Ｇｅｏｒｇｅ　Ｂｒａｌｔｈｗａｌｔｅ　Ｌｏｎｄｏｎ　Ｌｏｎｇｍａｎｓ，Ｇｒｅｅｎ
，ａｎｄ　Ｃｏ， １９０７

！４）（Ｏ０８６）ＳＢ３８９，０３３／Ｍａ３８

　　　　Ａ　Ｇａｚｅｔｔｅｅｒ　ｏｆ　ｅｔｈｎｏｌｏｇｙ／ｂｙ　Ａｋ１ｒａ　Ｍａｔｓｕｍｕｒａ　Ｔｏｋｙｏ　Ｍａｒｕｚｅｎ，１９０８４９２ｐ

　　　　Ｅｎｇ１１ｓｈ　ａｎｄ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｍ　ｐａｒａ１１ｅ１ｃｏ１ｕｍｓ

　　　　松村瞭（１８８０－１９３６）は人類学者。『日本著者名 ・人名典拠録』（日外アソシエーツ ，１９８９年）によ

　　　る
。

１５）　（Ｏ０９１）ＳＢ６０２．１／Ｌ８４

　　　　０ｆ丘ｃｉａ１ｒｅｐｏｒｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｊａｐａｎ　Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ，１９１０，ａｔ　ｔｈｅ　Ｇｒｅａｔ　Ｗｈｉｔｅ　Ｃｉｔｙ，Ｓｈｅｐｈｅｒ
ｄ’ｓ　Ｂ

ｕｓ
ｈ，

　　Ｌｏｎｄ．ｏｎ

１６）　（Ｏ０８３）ＳＢ３６１ ．８１／Ｊ２４

　　　　Ｔｈｅ“Ｊａｐａｎ　Ｇａｚｅｔｔｅ”Ｐｅｅｒａｇｅ　ｏｆ　Ｊａｐａｎ　ｌｓｔ　ｅｄ　Ｙｏｋｏｈａｍａ　Ｊａｐａｎ　Ｇａｚｅｔｔｅ　Ｃｏ ，１９１２９５１ｐ

１７）（Ｏ０４６）ＳＢ２８８．４１／Ｍｏ１２

　　　　Ｔｈｅ１ａｔｅ　Ｅｍｐｅｒｏｒ　ｏｆ　Ｊａｐａｎ　ａｓ　ａ　ｗｏｒ１ｄ　ｍｏｎａｒｃｈ： Ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅｉｒ　Ｉｍｐｅｒｉａ１Ｍａｊｅｓｔｉｅｓ，ｔｈｅ

　　Ｅｍｐｅｒｏｒ，Ｅｍｐｒｅｓｓ，ａｎｄ　Ｄｏｗａｇｅｒ　Ｅｍｐｒｅｓｓ　ａｓ　ｗｅ１１ａｓ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｍｅｍｂｅｒｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｉｍｐｅｒ１ａ１Ｆａｍ１１ｙ
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８４９）



２２２ 立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

　　ｏｎ　ｔｈｅ　ｏｃｃａｓ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ａｎｍｖｅｒｓａｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ１ａｓｔ　Ｅｍｐｅｒｏｒ’ｓ　ｄｅｃｅａｓｅ　Ｊｕｌｙ３０．１９１３／ｃｏｍｐ１ｌｅｄ　ａｎｄ

　　 ｅｄｉｔｅｄ　ｂｙ　Ｋｏｔａｒｏ　Ｍｏｃ
ｈｉｚｕｋｉ．Ｔｏｋｙｏ： Ｌｉｂｅｒａｌ　Ｎｅｗｓ　Ａｇｅｎｃｙ，１９１４，４５８ｐ

１８）　（００５９）ＳＢ２９２．２５／Ｊ２４（Ｏ０２５）ＳＢ２１０．６／Ｔｅ８６（Ｏ０５５）ＳＢ２９１／Ｊ２４（００５７）ＳＢ２９２．２／Ｊ２４

　　（Ｏ０６０）ＳＢ２９２．３／Ｊ２４

　　　　これらの総題はＡｎｏ
舶ｃ１ａｌｇｕ１ｄｅｔｏ ＥａｓｔｅｍＡｓ１ａ／ｐｒｅｐａｒｅｄｂｙｔｈｅＩｍｐｅｒｌａ１Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｇｏｖｅｍ

　　ｍｅｎｔＲａｉ１ｗａｙｓ．Ｔｏｋｙｏ： Ｉ． Ｊ． Ｇ． Ｒ． 全５冊。第２巻の分類番号だけが，大きく異っている。上記の分

　　類番号は，巻次の順。巻名は順に，Ｍａｎｃｈ皿１ａ ＆Ｃｈｏｓｅｎ，Ｓｏｕｔｈ－ｗｅｓｔｅｍ　Ｊａｐａ叫Ｎ
ｏｒｔｈ－ｅａｓｔｅｍ

　　Ｊａｐａｎ，Ｃｈｍａ，Ｅａｓｔ　ｍｄ１ｅｓ　ｍｃ１ｕｄｍｇ　Ｐｈ１１１ｐＰｍｅ　Ｉｓ１ａｎｄｓ， Ｆｒｅｎｃｈ　Ｉｎｄｏ　Ｃｈｍａ，Ｍａ１ａｙ　Ｐｅｎｍｓｕ１ａ，ａｎｄ

　　Ｄｕｔｃｈ　Ｅａｓｔ　Ｉｎｄ１ｅｓ おなじ順で，発行年は ，１９１３．１９１４．１９１４．１９１５．１９１７ ．

１９）　（００６１）ＳＢ２９３．５／Ｃ８４

　　　　Ｔｈｅ　ｃｏ１ｏｕｒ　ｏｆ　Ｐａｒ１ｓ　ｈ１ｓｔｏｒ１ｃ，ｐｅｒｓｏｎａ１＆１ｏｃａ１／ｂｙ　Ｍｅｓｓ１ｅ肚ｓ１ｅｓ　ａｃａｄｅｍ１ｃ１ｅｎｓ　Ｇｏｎｃｏｕｒｔ ，ｕｎｄｅｒ

　　 ｔｈｅｇｅｎｅｒａ１ｅｄ１ｔｏｒｓｈ１ｐｏｆＭＬｕｃ１ｅｎ Ｄｅｓｃａｖｅｓ ，１１１ｕｓｔｒａｔｅｄｂｙＹｏｓｈ１ｏＭａｒｋｍｏ ，ｗ１ｔｈｍ位ｏｄｕｃｔ１ｏｎｂｙ

　　ＭＬＢｅｎｅｄｌｔｅｃｏｎｓｅｍｔｅｕｒ ｄｕｍｕｓｅｅｎａｔｌｏｎａ１ｄｕ Ｌｕｘｅｍｂｏｕｒｇ ，ａｎｅｓｓａｙｂｙｔｈｅａｒ七ｓｔＬｏｎｄｏｎ

　　Ｃｈａｔｔｏ ＆Ｗｍｄｕｓ，１９０８

　　　　『目録』のＡｕｔｈｏｒ　ｍｄｅｘ は挿画者の名をふくめるのが原則であるが，この本のＭａｒｋｍｏ は脱落 。

２０）　（０１３２）ＳＢ９１４．６／Ｍａ５２

　　　　Ａ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　ａｒｔ１ｓｔ　ｍ　Ｌｏｎｄｏｎ／ｗｒｌｔｔｅｎ　ａｎｄ １ｌ１ｕｓｔｒａｔｅｄ　ｂｙ　Ｙ
ｏｓｈ１ｏ　Ｍａｒｋｍｏ　Ｌｏｎｄｏｎ　Ｃｈａｔｔｏ ＆

　　Ｗｉｎｄｕｓ，１９１２

２１）　（００４４）ＳＢ２８８．３／Ｋｒ８

　　　　Ｋｒｕｐｐ１８１２－１９１２／〔ｈｅｒａｕｓｇｅｇｅｂｅｎ　ａｕｆ　ｄｅｒ　ｈｕｎｄｅｒｓｔｅｎ　ｇｅｂｕｒｓｔａｇ　Ａｌｆｒｅｄ　Ｋｍｐｐ〕　〔ｓ１　 ｓ　ｎ〕
，

　　１９１２，４１６ｐ．３８ｃｍ

２２）　（００４５）ＳＢ２８８．３／Ｋｒ８

　　　　Ｋｒｕｐｐ１８１２－１９１２ｍ　ｓ１ｅｃ１ｅ　ｄ’ｅｖｏｌｕｔ１ｏｎ／Ａ１ｆｒｅｄ　Ｋｒｕｐｐ〔ｓ１〕Ｍａ１ｓｏｎ　Ｋｒｕｐｐ，１９１２３７４ｐ ，３０ｃｍ

　　
‘‘

Ｔｒａｄｕｃｔ１ｏｎ　ｆｒａｎｃａ１ｓｅ　ｄｅ１’ｏｅｕｖｒｅ　ｃｏｍｍｅｍｏｒａｔ１ｖｅ
’’

２３）（Ｏ０７４）ＳＢ３１９．３／Ｈ２９

　　　　Ｌａ　ｐｏ１１ｔ１ｑｕｅ　ｄｅ１ ’ｅｑｕ１１１ｂｒｅ１９０７－１９１１／ｐａｒ　Ｇａｂｒ１ｅ１Ｈａｎｏｔａｕｘ２ｅ　ｅｄ－Ｐａｒ１ｓ　Ｐ１ｏｎ，１９１２　（Ｅｔｕｄｅｓ

　　ｄ１ｐ１ｏｍａｔ１ｑｕｅｓ）

２４）（Ｏ０４３）ＳＢ２３９／Ｈ２９

　　　　Ｌａ　ｇｕｅｒｒｅ　ｄｅｓ　Ｂａ１ヒａｎｓ　ｅｔ１’Ｅｕｒｏｐｅ，１９１２－１９１３／ｐａｒ　Ｇ
ａｂｒ１ｅ１Ｈａｎｏｔａｕｘ３ｅｄ　Ｐ１ｏｎ－Ｎｏ皿ｒ１ｔ，１９１４

　　（Ｅｔｕｄｅｓ　ｄｉｐｌｏｍａｔｉｑｕｅｓ，ｄｅｕｘｉさｍｅ　ｓ台ｒｉｅ）

　　　　ここでは，『目録』とことなり ，見出しの書名を（００７４）に合せて，『外交研究』としなかった 。

２５）（００４２）ＳＢ２３５．０６８／Ｍａ９６

　　　　Ｋ１ｅ１ｅｔ　Ｔａｎｇｅｒ１８９５－１９０５１ａ　Ｒｅｐｕｂ１１ｑｕｅ　Ｆｒａｎｇａ１ｓｅ　ｄｅｖａｎｔ１’Ｅｕｒｏｐｅ／Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｍａｕｒｒａｓ　Ｐａｒ１ｓ

　　Ｎｏｕｖｅ１１ｅ　Ｌ１ｂｒａ１ｒ１ｅ　Ｎａｔｌｏｎａ１ｅ，１９１４

２６）河盛好蔵『藤村のパリ』（新潮社，１９９７年）ｐｐ ．４ －６

２７）　（Ｏ０４１）ＳＢ２３４．０６５／Ｃ３９

　　　　Ｌｅ　ｐｌａｎ　ｐａｎｇｅｒｍａｎ１ｓｔｅ　ｄｅｍａｓｑｕｅ　ｌｅ　ｒｅｄｏｕｔａｂ１ｅ　ｐ１ｅｇｅ　ｂｅｒ１ｍ０１ｓ　ｄｅ
‘‘１ａ　ｐａｒｔ１ｅ　ｎｕ１１ｅ

’’

／Ａｎｄｒｅ

　　Ｃｈｅｒａｄａｍｅ　Ｐａｒ１ｓ　Ｐ１ｏｎ，１９１６

　　　　　この本には，著者シェラダムから外務大臣石井菊次郎への献辞があり ，それによっ て文庫へ入った

　　　いきさつが知れる 。

　　　　なお，この本は日本語訳があり ，これも文庫に架蔵されている。すなわち

　　　　（１１９８）ＳＢ３１９，３４／Ｃ３９

　　　　仮面を剥がれたる汎独政策　仏国シェラダム博士原著　外務省臨時調査部訳　東京　外交時報社出

　　　版部　１９１８

２８）　（００１９）ＳＢ２０９，７１／Ｐ２６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８５０）



西園寺公望のフランス語蔵書（奥村） ２２３

　　Ｔｒｕｔｈ　ａｎｄ　ｔｒａｖｅｓｔｙ　ａｎ　ａｎａ１ｙｔ１ｃａ１ｓｔｕｄｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｒｅｐ１ｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｂｅ１ｇ１ａｎ　ｇｏｖｅｍｍｅｎｔ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｇｅｍａｎ

　ｗｈ１ｔｅ　ｂｏｏｋ（
‘‘

Ｄ１ｅ　ｗｏ１ｋ
ｅｒｒｅｃ

ｈｔｗ１士１ｇｅ　Ｆｕｈｒｕｎｇ　ｄｅｓ　ｂｅ１ｇ１ｓｃｈｅｎ　ｖｏ１ｋｓｋ
ｒ１ｅｇ

’’

）／ｂｙ　Ｆｅｍａｎｄ　Ｐａｓｓｅｌｅｃｑ

　Ｌｏｎｄｏｎ：
Ｓｉｒ　 Ｊ． Ｃａｕｓｔｏｎ ＆ｓｏｎｓ，１９１６

　　註，１－４ｂ．に示した同著者による図書は，これに続くべきフランス語版。著者パスレ ックはベルギ

　ーの情報局長 。

２９）　（Ｏ０２１）ＳＢ２０９．７１／Ｔｏ７９

　　Ｔｈｅ　Ｂｅ１ｇ１ａｎ　ｄｅｐｏｒｔａｔ１ｏｎｓ ／ｂｙ　Ａｍｏ１ｄ　Ｔｏｙｎｂｅｅ ，ｗ１ｔｈ　ａ　ｓｔａｔｅｍｅｎｔ　ｂｙ　Ｖ１ｓｃｏｕｎｔ　Ｂｒｙｃｅ　Ｌｏｎｄｏｎ　Ｔ

　Ｆ．Ｕｎｗｉｎ，１９１７ア．９４ｐ

３０）　（Ｏ０１８）ＳＢ２０９．７１／Ｌ４９

　　Ｐｒｅｍ１ｅｒｅｓ　ｃｏｎｓｅｑｕｅｎｃｅｓ　ｄｅ　ｌａ　ｇｕｅｒｒｅ　ｔｒａｎｓｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　ｍｅｎｔａ１ｅ　ｄｅｓ　ｐｅｕｐ１ｅｓ ／ｐａｒ　Ｇｕｓｔａｖｅ　Ｌｅ　Ｂｏｎ

　Ｐ
ａｒｉｓ： Ｆｌａｍｍａｒｉｏｎ，１９１６

３１）　（ＯＯ０５）ＳＢ１４０．２／Ｌ４９

　　Ｌｏｉｓ　ｐｓｙｃｈｏ１ｏｇｉｑｕｅｓ　ｄｅ１’６ｖｏｌｕｔｉｏｎ　ｄｅｓ　ｐｅｕｐ１ｅｓ ／ｐａｒ　Ｇｕｓｔａｖｅ　Ｌｅ　Ｂｏ皿Ｐａｒｉｓ： Ｆ． Ａ１ｃａｎ，１９１１

３２）　（ＯＯ０７）ＳＢ１６１／Ｌ４６（３た）

　　Ｌａ　ｖｉｅ　ｄｅｓ　ｖ６ｒｉｔ６ｓ ／ｐａｒ　Ｇｕｓｔａｖｅ　Ｌｅ　Ｂｏｎ．Ｐａｒｉｓ： Ｆ１ａｍｍａｒｉｏｎ，１９１４

５． １９２０年以降の収書

　講和会議調印のあと帰国して公爵を授けられる 。晩年の２０年問，西園寺は最後の元老としてそ

の死の直前まで政治に関与し，政界人の「興津詣」が絶えなかったことはよく知られる。しかし ，

それはあくまで政界の後見の立場にとどまり ，その前面からは徐々に退いていく 。

　文庫に残る ，１９２０年以降，４０（昭和１５）年逝去にいたるまでの時期の収書はさしたるものでは

ない。それもほとんどは，いろいろな経路で集まっ たと思われる英書で，形態も官庁編纂の小冊

子類が多く ，書籍といいうるものは１０数冊に過ぎない 。

　しかし，西園寺が晩年にフランス書を購入しなかったわけではない。年次を欠くが，昭和期の
　　　　　　　　　　　　　１〕
ものと思われる原田熊雄宛書簡では，１０数冊の書物を巴里へ発注依頼している。おそらく ，こう

した図書は散逸したか，あるいは，いずれかに所在するのであろう 。

　文庫中の図書，パンフレ ットのなかで目をひく若干を紹介する。まず，日本研究にかかわる書

籍がいくつかある。この面での本格的な業績として架蔵されたと思われる。たとえば，『古今集』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２ｊ
を全訳した，Ｔワカメタ訳『日本古代歌人集』。 西園寺はみずからの『蜻蛉集』刊行を偲んだこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

〕

とであろう 。あるいは，Ｎ　Ｅアイスマンカー勲爵士『日本語表記概要』。 Ｓａｋｕｒａｎｅ　Ｋｏｎｏｓｈｍ ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４〕ＫｕｓａｋａｂｅＪｕｔａｒｏ，ｈ

ｅｎｓａｎ　Ｒｏ伽ノｌ　Ｍ伽〃ツ０３肋さらに，やはり中川寄贈であるが，竹越与三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４

、

の著作がもう１種ある。浩潮な３巻本の『日本経済史」である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６〕
　また，展覧会パンフレ ソトではあるが，『書籍展　　英国印刷およひ造本史資料』は，関東大

震災のあと英国政府から東兄大学への図書の寄贈にさいしてつくられたもの。寄贈品の質の高さ

がうかがわれる展観で，あるいは西園寺自身が足を運んだのかも知れない。こうした冊子がとっ

ておかれていることに，読書人の面目を見るべきであろう 。

　西園寺の最晩年はもはや戦火の時代であることが英語のパンフレ ットでは っきりと知られる 。

日本外事協会刊行の６冊。いずれも ，いわゆる日支事変が勃発した３７（昭和１２）年に踵を接して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８５１）



　２２４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第６号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
出された１０から５０ぺ一ジ程度のもの。刊行の順に『北支事変はいかにして起 ったか』，『日支事変
　　　　　　　　　　８）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
と財源』シンポジウム，『なぜ日本は上海で戦わねばならなか ったか』，『上海の交戦における日
　　　１０）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）

本の主張』 ，『日支事変　　略説』，太田＝郎『支那事変の意義』。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
　フランス語のパンフレ ソトも２点見当たる。日仏協会刊行の曽我祐邦『曽我子爵の公開状』と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
『日支事変における日本の位置　　曽我子爵談話』である。ほかに，フランス語の本はピエー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
ル・ ロチの『夢去りし女たち　　現代トルコ ・ハーレム物語』だけである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
　そして，３９年にはドイッ語の『１９３９年１０月６日ドイッ帝国議会総統演説』，４０年に在日英国大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
使館広報部刊行のヒューグ ・バイアス『なぜ英国は戦うか』。 しかし，９０才を越えた頽齢の西園

寺にこれらを披見する気力は残っていたであろうか？

　〔付記〕筆者はフランス語の教員として仏学史に多少の関心をもつているが，西園寺公望の伝

記についてさしたる知識をもちあわせていない。したがって，記述に不正確のあるのを恐れ，本

学の西園寺公望伝編纂室にあ って長年その伝記刊行に尽力された福井純子女史に原稿の一読をお

願いし，いろいろとご教示をいただいた。記して厚く御礼を申上げる。もちろん，文中にありう

る誤謬の責がすべて筆者に帰することは言うまでもない 。

１）原田能雄宛書簡　二（立命館大学編『西園寺公望伝』別巻一ｐ２３７）
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　ｄｏｎ： Ｇｅｏｒｇｅ　Ａ１１ｅｎ ＆Ｕｎｗｉｎ，１９３０

６）　（Ｏ００１）ＳＢ０２７．７／Ｅ９３

　　Ｅｘｈ
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　　Ｈｏｗ　ｔｈｅ　Ｎ
ｏｒｔｈ　Ｃｈｍａ　ａ丑ａ１ｒ　ａｒｏｓｅ５１ｐ

　　以下，註１１）まで，出版者はすべてＴｏｋｙｏ　ＴｈｅＦｏｒｅ１ｇｎ
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　Ｇａｉｊｉ　Ｋｙｏｋａｉ）．出版年は１９３７（ただし註１１）は不明）。

８）　（Ｏ０８０）ＳＢ３３２．１／Ｎ７５

　　Ｔｈｅ　Ｓｍｏ－Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｃｏｎ日１ｃｔ　ａｎｄ丘ｎａｎｃ１ａ１ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ　ａ　ｓｙｍｐｏｓｌｕｍ３７ｐ

９）　（００７１）ＳＢ３１９．１０２２／Ｎ７１

　　Ｗｈｙ　Ｊａｐａｎ　ｈａｄｔｏ丘ｇｈｔｍ　Ｓｈａｎｇｈａ１ ５４ｐ

１Ｏ）　（００７０）ＳＢ３１９．１０２２／Ｎ７１

　　Ｊａｐａｎ’ｓ　ｃａｓｅ１ｎ　ｔｈｅ　Ｓｈａｎｇｈａ１ ｈｏｓｔ１１１ｔ１ｅｓ　１３ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８５２）
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１１）（Ｏ０３２）ＳＢ２２２，０７５／Ｎ７１

　　　　Ｔｈｅ　Ｓｉｎｏ－Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｃｏｎＨｉｃｔ：ａ　ｓｈｏｒｔ　ｓｕｍｅｙ．１０ｐ
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　　　　Ｔｈｅ　ｓ１ｇｎ１丘ｃａｎｃｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｈｍａ　ａ丘ａ１ｒｓ ／ｂｙ　Ｓａｂｒｏｈ　Ｏｈｔａ　〔１９３一？〕２０ｐ

１３）　（Ｏ０５０）ＳＢ２８９．３／Ｓｏ２５

　　　　Ｌｅｔｔｒｅ　ｏｕｖｅｒｔｅ　ｄｅ　Ｍｏｎｓ１ｅ１ユｒ１ｅ　Ｖ１ｃｏｍｔｅ　Ｓｏｇａ　Ｔｏｋｙｏ　Ｌａ　Ｓｏｃ１ｅｔｅ　ｆｒａｎｃｏ－ｊａｐｏｎａ１ｓｅ（Ｎ １ｃ ｈ１－Ｆｕｔｓｕ

　　ｋｙｏｋａｉ） ，　１９３７．　５ｐ

１４）　（Ｏ０３０）ＳＢ２１０．７／Ｐ８４
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１５）　（０１５１）ＳＢ９５３／Ｌ９１

　　　　Ｌｅｓ（１ｅｓｅｎｃｈａｎｔｅｅｓ　ｒｏｍａｎ　ｄｅｓ　ｈａｒｅｍｓ　ｔ岨ｃｓ　ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｍｓ ／ｐａｒ　Ｐ１ｅｒｒｅ　Ｌｏｔ１ ３４ｅ　ｅｄ　Ｐａｒ１ｓ
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１６）　（Ｏ０６７）ＳＢ３１２．３４／Ｒ２２
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